
令和４年７月１４日 

社会福祉法人 三山黎明会 

理事長 加藤 信成 

新型コロナウィルス感染について 

 

 令和４年７月１３日（水）に、医療機関を受診した利用者１名が新型コロナウィルスに感染していることが

判明しました。７月１４日時点における施設の対応状況等を併せて以下のとおり報告いたします。 

 

記 

発生施設 

・らいず 

 

陽性者 

・利用者１名 

 

濃厚接触者の認定 

・濃厚接触者       職員１名、利用者３名 

 

施設の対応及び状況 

・７月１２日午後、当該利用者の同居家族が陽性であることが判明。 

・当該利用者早退後、当該利用者活動場所及び接触部分を中心に消毒。 

・７月１３日、当該利用者との接触者及び接触状況等を確認。 

・当該利用者家族に対し健康状態の確認、併せて PCR 検査を受けるよう依頼。 

・７月１３日夜間、当該利用者の PCR 検査結果が「陽性」と家族より報告を受ける。 

・直ちに施設の緊急連絡網を用い職員間で情報を共有。 

・担当職員よりすべての利用者家族へ状況を連絡、併せて翌日の施設利用希望の有無を確認。 

・７月１４日、接触の可能性がある者を中心に抗原検査を実施。 

・新たな感染が確認されないことから通常どおりサービス提供を行う。 

・前橋市に対し陽性者発生報告及び事業所の対応状況等について報告。 

・保健所において濃厚接触者の認定（職員１名、利用者３名 計４名）。 

・濃厚接触者は保健所指導により７月１４日から７月１９日まで自宅待機（健康観察実施）。 

 

 

地域の皆様、関係者の皆さまには大変なご心配をおかけしていますことに深くお詫び申し上げます。 

引き続き関係機関と連携を図りながら適切な対応がとれるように努力してまいります。 


